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※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第９期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

せたな町 ①自立支援・介
護予防・重度化
防止

○自立支援・介護予防・重度化防
止の推進
　高齢者の自立支援・介護予防・
重度化防止の取組は、介護保険
サービスはもとより、地域のボラ
ンティアや民間サービスの活用も
含め、支え合いの仕組みづくりを
検討していく必要がある。
   本町では、生活支援支え合い
基盤整備事業として、平成26年度
末より生活支援支え合い協議会を
設立し、生活支援の体制整備に向
けた検討を重ねるとともに、生活
支援コーディネーターを配置し、
高齢者の生活支援ニーズや地域の
社会資源の把握に努め、平成29年
度より住民主体による新たなサー
ビス類型として、訪問型サービス
Ｂ並びに通所型サービスＢのサー
ビス提供を開始した令和3年度よ
りサロンへの移送支援として訪問
型サービスＤが創設された。
   高齢者が尊厳を保ちながら安
心して生活を送ることができるよ
う、介護保険サービスをはじめ、
各種生活支援サービスや新たな住
民主体サービス等を重層的に提供
できる仕組みづくりが必要と考え
る。

（１）介護予防・日常生活支援
総合事業における住民主体
サービスの充実

（２）介護予防に関する教室・
研修会の開催

（１）介護予防・日常生活支援総合事業におけ
る住民主体サービスの充実
　令和５年度の実績→令和８年度までの目標
　訪問型サービス　７団体　　→　　７団体
　通所型サービス　４団体　　→　　５団体

（２）介護予防に関する教室・研修会の開催
　令和５年度の実績→令和８年度までの目標
　転倒予防教室参加者数
                １３０人　→　１６０人
　閉じこもり予防教室参加者数
              　１７８人　→　１８０人
　認知症予防教室参加者数
           　　 １０９人　→　　９０人
　介護予防研修会参加者数
           　　 　４０人　→　　４０人

（１）介護予防・日常生活支援総合事業における
住民主体サービスの充実
　令和７年度における住民主体のサービス実施
は、次のとおりである。
　訪問型サービスＢ　４団体　　　　７６人
　通所型サービスＢ　４団体　１，２７７人
　訪問型サービスＤ　３団体　１，０７０人

（２）介護予防に関する教室・研修会の開催
　令和７年度における各種教室・研修会の実績に
ついては、次のとおりである。
　転倒予防教室参加者数　　　　２１６人
　閉じこもり予防教室参加者数　１９６人
　認知症予防教室参加者数　　　　７５人
　介護予防研修会参加者数　　　　７８人

○ （１）住民主体サービスについては、現在事業を実施している
団体の会員の高齢化及び担い手不足が続くなか、訪問型
サービスＢの１団体が再開したものの、利用者が減少となっ
たが、継続して介護予防に取り組むことができた。今後も事
業継続及び新規参入ができるように各種団体への働きかけ
を実施する。

（２）教室・研修会の開催については、新型コロナウイルス感
染症の影響もなくなり、各教室・研修会は通常どおり開催した
ことによって、参加者は増加した。引き続き参加者が増加す
るように各種団体等への働きかけを実施する。
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